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・新製品から特価品
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スマホにも
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　一般社団法人
日本ジュエリー協
会（JJA、小山藤太
会長）の「第8回通
常総会懇親会」
が、6月11日、東
京・東上野のオー
ラムで開催され、
総会には814名
中、38人が出席、
467人が委任出
席となり、2018年

度の事業報告と決算報告が審議され
可決。2019年度事業計画と収支予算
は、報告事項とした。
　なお、第3号議案の役員選任では、
新体制が発表された。初の女性理事2
人を含む各専門分野に長けた18名が
選任され、前役員よりも5歳若返る平
均年齢55歳ということからも、「期待す
る」との声を集め、新たなスタートを
切ったといえよう。
　小山会長は、懇親会の冒頭に挨拶。
はじめに、これまで尽力した役員に感
謝の意を示してから、「昨年、JJAは創
立30周年を迎え、新たな一歩を歩み始
めたところ。2018年の小売市場は、前
半は堅調に推移し、後半は自然災害の
影響などから少々失速気味となった。
市場規模は9567億円と、2009年に1

兆円を割った後の10年は、
1兆円の壁を抜け出せない
状況が続いている」と昨年
までを振り返り、2019年の
現況としては「米中貿易摩
擦の影響などによる世界経
済の動向、消費税率の引き
上げなど、景気の先行き
に、いろいろな透明感が狭

まってきている」と簡単に説明した後、
その環境の中で、「会員の皆様をサ
ポートするために、これまでの体制と変
わらないような、4つの事業方針で、業
界の活性化を進めていく」とし、事業方
針の説明に入った。
①「情報開示の推進」＝業界の活性化
に向け、消費者の信頼向上は必要不
可欠。多方面にわたり情報開示を進め
ていく。そのためには正しい情報収集
が欠かせない。会員に協力頂き調査活
動を進めていく。年4回行う業況調査
のアンケート回答率が、この3年で3割
を切り、データなくして戦略は立てられ
ないとして協力を仰いだ。
②「業界活性化対策の推進」＝業界の
グローバル化に伴い、国内外における
活性化は緊急の課題。IJT、JJFなどの
国内宝飾展を中心に、国内市場への刺
激対策を、海外へは年4回の香港
ショーを中心に、海外市場の活性化策
の強化を図っていく。合成ダイヤモンド
に関してJJAは、宝石の定義である希少
性の条件を満たすことができないため、
宝石として「合成」を扱っていないと
ホームページを通じてリリースし、マス
コミ等の取材でも同じように伝えてき
た。決して合成を否定している訳ではな
く、アクセサリーとして活用され、消費者
が品質に沿って選択し、天然と共存で

きれば良いと考えている。
消費者がベストチョイスが
できるように、正しいガイド
ラインを示すことがJJAの
役割。今後も健全な活性
化対策の一つとして取り組
んでいく。また、海外市場
は、2018年の輸出額は
1833億円で、2017年の
2225億円から18％へこんでいるが、ア
ジア向けのシェアは5年連続で拡大し、
中国市場への可能性はまだまだある。
JETROによる越境ECアイテムランキン
グでも、ジュエリーは19位にランクイン
し、人気がある商材。これまでは、香港
の展示会で販売する一部の会員だけの
ことと思われていたが、今後はインバウ
ンドや越境ECなどの多様な販売チャネ
ルで、直接・間接問わず、全てにおける
関心事になると思っている。
③「真珠販売拡大策の推進」＝昨年か
ら「二十歳の真珠〔はたちのパール〕」
キャンペーン動画を作成し、真珠市場
拡大策を打ち出した。本年も同様、真
珠振興法（2016年6月制定）の基本方
針に則り、日本真珠振興会と協業し、
真珠市場拡大を図っていく。
④「人材育成策の実施」＝業界の基盤
拡充に向け、ジュエリーコーディネー
ター制度、技能者育成支援事業、デザ
インアワードの3つの事業を、昨年に引
き続き充実していく。
　以上、4つの事業方針に、強い関心を
持って欲しいと協力を呼びかけた後、先
ずは「この方針を進めていく上で、心強
い応援団ができた。ジュエリー産業のさ
らなる発展を目的に、先月26日に、ジュ
エリー議員連盟が発足した」と報告し、
同懇親会に同議員連盟の役員が参列
していることを紹介。そして、「4つの基本
方針を進める上で必要となる、知識や

経験に富んだ方々に理事をお願いし
た。製造、卸、小売と様々な業種の理事
が揃い、様々なバックボーンと多彩な陣
容となっている。さらに、2人の女性理事
が誕生し、お客様に近い意見が聞ける
ことに期待している。平均年齢も55歳と
若返った一方で、経験不足を充填する
ために、監事と専務理事には、ベテラン
を添えた。理事が若いということは、会
社での業務も現役であり、責任世代。で
きるだけ本業に影響のない形で協会の
業務についてもらえるよう、今後は事務
局の充実も大切。事務局長も初の女性
が誕生した」などと述べ、今後の支援や
協力を呼びかけ挨拶にかえた。
　続いて、退任役員に対し、感謝状と
花束が贈呈され、退任役員を代表し、
氏家和彦前監事が「退任後もJJAの発
展のため貢献していく」と、感謝の意を
述べた。
　次に、「ジュエリー議員連盟設立発
表」として、同連盟副会長の高市早苗
衆議院議員（奈良県）が、「宮川典子先
生（山梨県）から、地元の産業振興の
ため、連盟を作りたいと、ざっくりした説
明があった。一つの県の産業を応援す
るだけかと思ったが、野田聖子先生
（同連盟会長／岐阜県）をはじめ各地
の先生方が入っていた。私は、母から
譲り受けたジュエリーを持っているが、
デザインや作りが時代に合わず、リ
フォームなどの情報として、各都道府県

で相談できると幸せだと思う。そして海
外のお金持ちのお客さんも狙っていき
ましょう。日本は品質、アフターケア、デ
ザインが勝負ということで、まだまだ大
きな可能性がいっぱいあると思うので、
皆様とともに頑張っていくことを誓う」
と挨拶を述べた。続いて、出席の議員
連盟役員として、高市早苗副会長、丸
川珠代幹事長（東京都）、奥野信亮副
幹事長（奈良県）、宮川典子事務局長、
辻清人事務局次長（東京都）が紹介さ
れ、記念撮影を行った。

　乾杯の発声は、東京・台東区を地元
とする衆議院議員の辻清人氏が「台東
区の地場産業であるジュエリー業界
を、東京を中心に発展するよう、役員の
先生方全員で、お支えする」と述べたの
に加え、「来月には参議院選挙がある、
東京は丸川珠代さんにお願いします」
と音頭をとり、懇親に入った。
　懇親中には、新体制を迎えたことか
ら、小山会長自ら新役員を一人一人紹
介。事前アンケートを読み、あまり回答
に力を入れなかった新理事の回答に、
“つまらない”と言うなど、既に気の置け
ない体制であることが垣間見られ、多
少長い紹介ではあったが、多くの参加
者が話を聞いている姿から、新体制へ
の期待が感じられた。
　中締は、長堀慶太副会長が「ちょっ
と長いところもあったが」と笑いを取っ
て場を和ませてから、「目玉は議員連盟

発足の発表。これを機に、官民合わせ
て盛り上げて行きたい」と参列の議員
連盟の役員に感謝を示してから、「先
生方は公務が多忙であるので、最終的
には、ここにいる業界人の自助努力で
成長させていくことが、本質的な目標
かと思う。若返りを図った新しい理事
は、経験不足なところもあるが、力を合
わせ、切磋琢磨していきたい」と、これま
で以上に期待の膨らむ雰囲気を作っ
て、三本締めで、お開きとなった。
・新役員＝◆会長＝小山藤太（東京真

珠㈱／会
長兼 C E
O）。◆副
会長＝長
堀 慶 太
（㈱ナガホ
リ／社長）、
望月直樹
（ ㈱ ラッ

キー商会／社長）。◆専務理事＝塚本
仁人（JJA）。◆常任理事＝今西信隆
（㈱今与／社長）、山口純（㈱徳力本
店／社長）、加藤久雄（㈱柏圭／会
長）、深沢英二（㈱光・彩／社長
CEO）、丸山雅史（エステールホール
ディングス㈱／社長）。◆理事＝青木
千秋（㈱カフェリング／代表）、磯部速
人（㈱水渓／社長）、宇土鏡子（㈱宇
土真珠／代表）、坂巻章雄（㈲坂巻工
芸社／代表）、武田尚久（㈱ポンテヴェ
キオホッタ／常務）、田中勇（㈱セレナ
／社長）、望月尚（㈱五幸商会／社
長）。◆監事＝相原信雄（㈱桑山／相
談役）、近藤誠（㈱近藤宝飾／社長）。
◆顧問＝政木喜三郎（東京貴宝㈱／
会長）、桑山征洋（㈱桑山／会長）、堀
奉之（㈱ホーリー／会長）、丸山朝（エ
ステールホールディングス㈱／会長）、
〔敬称略〕。
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　覚せい剤を使用すると日常生活では
味わえない感覚に浸れるという話はよく
聞く。気持ちがハイになって極度の陽気
になる。音感が鋭くなって普段なら考え
付かないような楽曲を生み出す。性感
が敏感になって性的快楽が格段に増

す。集中力が増して２日や３日は殆ど徹
夜でも仕事や勉強をこなすことが出来
るようになる。風邪が一発で治ってしま
うなどそれなりの効用はあるようだ。
　ビジネスマンがハードな仕事量をこ
なすために覚せい剤に頼ってそこから
常用者になるという風聞は世間一般に
よく知られている。いってみれば覚せい
剤の服用によって常人にはありえない
ような能力が発揮されることがあるとい
うことだ。
　覚せい剤には強い依存性を含む副
作用があると言われているから、法によ
る刑罰的な事を差し置いても割に合う
モノではないが、この薬物は人間の脳
にどう作用しているのだろうか。
　漠然と考え付くのは薬物が脳それ自
体に作用して脳の正常な機能を攪乱し

てしまい、その結果として人間には不自
然な行動がもたらされるというもので
ある。大概の人は程度の差はあるにせ
よ、そのように理解するのではなかろう
か。
　けれども別の見方をすることもでき
る。人間の脳には常識では測れないよ
うな潜在的な力が眠っているが、それ
はある種のバリアーに囲われていて普

段は表には現れてこない。けれども薬
の作用によって一時的にバリアーのレ
ベルが下がり、潜在的パワーが現出す
るという考えである。この見方に立つと
人間の能力に対する考えが変わる。人
間観が変わると言い換えてもよいが、
根拠のない話でもない。
　１９７０年代後半ブームになった「阿
含宗」による超能力の開発というもの
がある。瞑想を通じて人間の新しい能
力に目覚める修行である。教祖の桐山
靖雄によれば予知の能力、高度の創造
力、他人を思うがままに動かせる能力、
普通人の３倍ほどの精神、肉体の耐久
力、念力による物理的変化を起こさせ
る力を挙げている。桐山氏自身、「念の
力で瞬間的に水を沸騰させ、生木に火
をつける」ことを数千の大衆の前で証

明したと言っている。
　また阿含宗に一時入信しその後自ら
宗派を立てたオウム真理教の麻原彰
晃にしてもその奇跡ともいうべき施術
があったからこそ、多くの信者が麻原
に魅了され集まったのである。そのパ
ワーがいかほどのものであったかとい
うことは、林郁夫「オウムと私」のなかに
も上祐史浩「オウム事件１７年目の告
白」にも具体的に書かれている。
　阿含宗もオウムもチベット密教のい
わば秘儀の修行を現代版に焼き直し
たものと言えるのだが、空海が開いた
真言密教も元を辿ればおなじものであ
る。根本にあるのは、密教による念力の
力を駆使しての特殊能力開発である
が、それが誰にでも可能であるというの
は、人間の脳自体にそういう力が眠っ

ていると理解したほうが自然である。
　薬物が開いた世界と密教の修行者
がみた世界は通じ合うものがある。林
郁夫は「古代には、人間をして人間を
越えさせる一つの教えと、その修行シス
テムが存在していたのではないか」と書
いているが、人間というのはまだまだ可
能性を秘めた存在なのであろう。それ
ではなぜ人間を越えさせるシステムは
脳の奥底に、いわば隔離されたのか汕
店···、謎めいた話になるが、同時にわ
れわれが当たり前と思い込んでいる目
の前の二元論の世界も絶対確実とは
言えなくなってくるのである。

　　　　　　　　　　　　　   貧骨
   　    cosmoloop.22k@nifty.com

覚せい剤が開く
人間の可能性の
世界
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